
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
受
領

答

弁

第

一

八

〇

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
八
〇
号

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
政
府
が
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
政
府
が
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
拉
致
問
題
を
取
り
巻
く
環
境
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
の
趣
旨
は
、
令
和
元
年
五
月

九
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
北
朝
鮮
の
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
そ
し
て
何
よ
り
も
重
要

な
拉
致
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
相
互
不
信
の
殻
を
破
り
、
次
は
私
自
身
が
金
正
恩
委
員
長
と
向
き
合
う
と
の
決
意
を
私
は

従
来
か
ら
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
条
件
を
付
け
ず
に
会
談
実
現
を
目
指
す
と
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
な

形
で
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二
条
第

一



一
項
第
一
号
の
認
定
が
さ
れ
て
い
る
拉
致
被
害
者
の
人
数
は
十
七
名
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
者
が
存
在
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
拉
致
問
題
の
全
面
解
決
に
向
け
て
、
拉
致

被
害
者
と
し
て
の
認
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
安
全
確
保
及
び
即
時
帰
国
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
、
ま
た
、
拉
致
に
関
す
る
真
相
究
明
及
び
拉
致
実
行
犯
の
引
渡
し
を
引
き
続
き
追
求
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二


